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Read the following article aloud.

A cheating scandal involving the TOEIC exam has raised new concerns about

Japan’s testing system. Several people were arrested for helping others cheat

on the test, which is widely used in university admissions and job applications.

How the Scam Worked
The suspects offered a service where stand-ins would take the test in place of

the real applicants. Some used wireless earphones or fake IDs to pretend to be

someone else. These were fraudulent actions that went unnoticed for a long

time.
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How a TOEIC Exam Scam Exploited 
Japan's Testing System
英語力を測る試験として広く知られるTOEICですが、最近、その試験中に不正が行われていたことが発覚
しました。受験者はスマートフォンやイヤホンを使って、外部から答えを教えてもらっていたといいます。
監督体制の甘さも指摘されており、「これは氷山の一角かもしれない」と懸念する声も。今後、どのよう
な対策が求められるのでしょうか。

Continued on next page.
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Lack of Oversight
In some cases, test centers failed to notice suspicious behavior. Experts say

this could be due to too much leniency in ID checks and test monitoring.

Without strong rules, cheating can easily go undetected.

An Illicit Business
The group behind the scam ran an illicit business offering high scores for

money. They advertised online, and many students who were desperate for

good scores paid them. Japan’s English test market is now saturated with

services that promise fast results, making it harder to find reliable help.

Just the Tip of the Iceberg
Some believe this case is only the tip of the iceberg. More cheating cases may

exist but haven’t been discovered yet. Experts are calling for stronger security

and better training for staff to protect the fairness of these tests.
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Nogata Police Station (Wikimedia Commons)
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First repeat after your tutor and then read aloud by yourself.

1. leniency 寛大さ、情状酌量

The judge showed leniency and reduced her sentence.

2. fraudulent 詐欺の、不正な

He was arrested for submitting fraudulent tax documents.

3. illicit 不法な、禁じられた

The police discovered an illicit gambling ring in the basement.

4. saturated 飽和状態の、いっぱいの

The market is saturated with smartphone apps.

5. tip of the iceberg 氷山の一角；これからもっと明らかになる

These complaints are just the tip of the iceberg — many more people are unhappy.

2. Key phrases and vocabulary

3. Questions

1. What kind of devices did the suspects use to cheat on the TOEIC 

test?

2. How were the answers given to the test takers during the scam?

3. Why did the test center not notice the cheating?

4. What should schools or test centers do to prevent cheating?

5. How would you feel if someone got a job or passed a test by 

cheating?

Read the questions aloud and answer them.
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別人になりすまし、英語検定試験「TOEIC」の試験会場に侵入したなどとして、中国籍の京都大大

学院生、王立坤容疑者（27）が逮捕された事件。私服警察官が息を潜めて待ち構える中、王容疑者

が、英語検定試験「TOEIC」の東京都板橋区にある試験会場に姿を現したのは5月18日のことだっ

た。マスクで顔を隠し、警察の«想定通り»に受付で、こう訴え出た。

「受験票を忘れた」

入試や資格試験…。日本では、受験票を忘れたとしても、厳格な本人確認を経ずに«仮受験票»を発

行してもらえる。

不正のリスクよりも受験の機会を奪わないことを重視した「性善説」に立った制度だが、中国人と

みられる犯行グループは、それを「悪用」したとみられる。

他人になりすました英語が堪能な容疑者を仮受験票を使って会場に潜り込ませ、同じ教室で受験す

る「同胞」に解答を教えようとしていた。

TOEICは郵便番号で受験生の会場が割り振られるシステムで、解答を教えてもらう仲間はすべて同

じ住所を記して一緒の会場で受験できるように画策していた。同一住所の数は、王容疑者を含め、

計43人に上っていたという。

マスクに小型マイク仕込む

「同じ顔写真を使い、別の名前で受験している受験者がいる」

5月に運営側から警視庁野方署に相談があり不正疑惑が発覚。会場に現れて想定通りの仮受験票の

発行を求めた王容疑者を、待ち構えていた警察官らが取り押さえた。

王容疑者が顔を覆っていたマスクには仲間に解答を教える際に使ったとみられる小型マイクが仕込

まれていた。王容疑者は、いわゆる闇バイトに応募したとみられ、中国語を話す人物から指示を受

けていたとされる。

日本を英語で伝える

Weekly News Digest
ニュースディスカッション教材

X

4.
甘い確認、日本の試験「ビジネス」の標的か 中国人大学院生の
TOEIC不正受験

次頁に続く

出典：甘い確認、日本の試験「ビジネス」の標的か 中国人大学院生のTOEIC不正受験
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今回の事件から浮かんだのは、そうした「不正受験ビジネス」の一端で監視や確認が緩い日本が海

外からの「学歴」取得の標的にされているという実態だ。

王容疑者は今年3月にも都内の別会場でTOEICを受験していた。その際に同じ住所で申し込んでい

たのは10人だったという。

TOEICは、日本国内における知名度が特に高く、日本での進学や就職などに有用とされる。大学院

など入試で英語科目の免除などを行う学校もある。

不正行為「氷山の一角」か

一方、中国国内でも官民を問わず就職先でTOEICの高得点が出世の武器になるとされる。そして、

その「学歴」を得ようとする手っ取り早い手

段が「替え玉」や「カンニング」などの不正行為で、中国の交流サイト（SNS）には、不正を請け

負う「業者」の書き込みがあふれている。

ただ、中国の事情に詳しいジャーナリストの周来友氏によると、中国では、人工知能（AI）を用い

た顔認証や指紋認証が受験などにも取り入れられ、不正は難しいとされる。もちろん不正の発覚に

は禁錮刑などの厳しい「罰」が待っている。

一方、日本では相次ぐ発覚にもスマホの不正利用防止の電波遮断といった抜本的対策にまで踏み込

む動きは出ていない。

日本では、不正が明るみに出たものは、ほんの一握りで「氷山の一角」とみる向きもあり、周氏は

警鐘を鳴らす。

「中国などから多くの留学生を受け入れていた米国が受け入れを制限しつつある中で近場にある日

本で『学歴』を得ようとする学生が増えるのではないか」とし、日本の取り締まり体制強化の必要

性を訴えた。
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